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９、トンネルの掘り方に係る参考資料 

（１）参考資料１ 青函トンネル掘削時における突発湧水事例 

 

※「（前略）引き続き対話を要する事項」に対する再見解（その１、その２）より抜粋 
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・出水箇所は、破砕帯と呼ばれる脆弱な地質箇所で、事前に切
羽（掘削面）手前から先進ボーリングにより地質を確認しつつ、
掘削を進めていました。

・さらに、事前に切羽（掘削面）手前から、地盤への薬液注入を
行なうなどの対策をしていましたが、出水が発生しました。

・出水に対応するため、複数箇所にバルクヘッド（隔壁）を構築し
て水を防ごうとし、また、作業坑に設置している防水門扉を使用
しましたが、それぞれ突破され作業坑と本坑が水没しました。
（斜坑底の主ポンプ座の水没を防ぐため、本坑に導水）

・復旧のために、青函トンネルの本州方の現場や上越新幹線の
トンネル建設現場のポンプなどが集められ、復旧作業に使用さ
れました。

・機械・電気設備などにも、大きな被害あったと思われますが、
詳細は不明です。

「３ 全量の戻し方 （１）」（見解）

〇青函トンネルにおける突発湧水（２）
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（２）参考資料２ 突発湧水発生時の検討 

・突発湧水が先進坑を下向きに掘削している時に生じた場合、先進坑のトンネル断

面で、計画縦断勾配である下向き４％の勾配を踏まえ、トンネル後方に湛水する

量を切羽からの距離ごとに算出しました。（図 ９-１、図 ９-２、表 ９-１） 

 

図 ９-１ 先進坑切羽からの浸水分布図 

 

図 ９-２ 先進坑高さ１ｍ当りの求積図 

 

表 ９-１ 浸水分布における浸水体積と切羽からの浸水距離 
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（３）参考資料３ 山梨県境付近への導水路トンネル取付けに関する追加検討資料 

・導水路トンネルの計画について、産業技術総合研究所の地質図にトンネル計画を

重ね合わせ、さらにトンネル縦断図を作成し、確認しました。（図 ９-３、図 ９-４） 

 

図 ９-３ 県境付近へ導水路トンネルを取付ける計画（産総研地質平面図） 

 

図 ９-４ 地質縦断図 
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・産総研の地質平面図では、山梨県との県境付近には、井川－大唐松山断層が明記

されています。 
・井川－大唐松山断層に伴う脆い地質の範囲がどの程度東西方向に広がっているか

詳細が分からないため、平面図では、断層を含み約８００ｍの幅で表現しており

ます。 

・産総研の地質平面図（図 ９-３）では、県境付近へ導水路トンネルを取付けるた

めには、井川－大唐松山断層を南北方向に平行して掘削する必要があります。 

・地質縦断図（図 ９-４）で見て頂けると、坑口０ｋｍから４ｋｍ付近と１１ｋｍ

付近から到達部２０ｋｍ付近までの区間約１３ｋｍおいて、土被りが５００ｍ以

上の大土被りとなり、長大なトンネルを掘削することは、技術的にも難しいと考

えます。 
 

 


